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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約230 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

水海道の中心として誇りがもて，人が集まりにぎわいと活気のある，暮らしやすさを実感できるまち（「千姫となごみの街水海道」の実現）

目標１

目標２
目標３

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成18年度 平成23年度

人 平成18年度 平成23年度

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

水海道駅乗降客数 常総市統計
常総市の魅力イメージアップの成果を図る指標として、交通体系の変化と
来街手法の変化を考慮し、水海道地区の玄関口である関東鉄道水海道
駅の乗降客数を設定する

2,905

中心市街地と新たな拠点との連携を図ることで来街者の利便性と既成市街地への誘導を図り、市街地全体の活性化を図る

「千姫となごみの街水海道」として、歴史を感じさせるまちづくりへの取り組みを行い、常総市の魅力を高める
既存市街地や児童高齢者福祉施設周辺においての回遊空間整備と歩行環境整備などだれもが安心して、快適にくらせるまちづくりを進める

　本地区は，広域幹線軸である国道294号と一級河川鬼怒川に挟まれ，旧水海道市の中心市街地を含む面積約230haの地区である。
  地区内には，中央部に関東鉄道水海道駅が位置しており，駅を中心として市街地が形成され，市役所等の行政機関や高等学校等が立地する他，従来から市の中心となってきた商店街が形成されている。
　中心市街地については，自動車利用の増加，郊外部や周辺都市での大型商業施設の立地等の社会経済状況の変化により，商業機能を中心とする競合が厳しさを増している中で，中心市街地の内部では，居住者の減少，空店舗の増加による吸引力の
低下等，市街地活力の喪失が大きな課題となっている。
　平成12年度に策定された中心市街地活性化基本計画では，常総線以北に中心市街地区域を設定し，空店舗の活用，TMOの立ち上げ等の取組を行うとともに，市街地内の回遊促進のための基盤整備を位置づけ，この基盤整備を実現するため，平成14
年から平成18年までまちづくり総合支援事業により整備を進め，安心して歩けるみちづくり，市街地誘導サイン，ポケットパーク等の整備を実施してきた。
　このような中，平成15年度に「茨城職業能力開発センター（ポリテクセンター）」が開校し，新たな来街者の創出がみられている。前述のように，中心市街地活性化基本計画による中心市街地の区域は常総線以北であるが，中心市街地の活性化を進めるた
めには，従来の施策から継続する中心市街地内に残る歴史的資源の活用や住民のまちづくり活動の支援等とともに，新たな拠点となっているポリテクセンターや福祉施設から水海道駅までの連携を確保し，ポリテクセンター利用者を水海道市街地への来
街者として中心市街地に引き込む施策の必要性が増加している。
　また、一方で、水海道市街地について実施したワークショップでは、商業施設以外にも市民活動や交流、子育て支援等の機能充実が求められており、市街地内においてこのような機能の整備を行うことにより、新たな来街動機の創出を図ることも必要と
なっている。

　そのため，本地区では中心市街地活性化基本計画やまちづくり総合支援事業等，これまで行われてきた施策を基礎に中心市街地活性化を進めるため，中心市街地内部で商業の活性化や市民活動の場の確保等のソフト事業の充実，回遊性の向上を図
るための魅力と施設の充実を図ると共に，平成14年度に整備された自由通路を効果的に活用し，ポリテクセンターという新たな要素との連携を確保していくことが必要となっている。

90,000

・大型店舗にはない独自性の演出を目的として地域資源の活用を図り，市街地魅力や市街地内での市民の拠点等を創出するとともに，常総市への来街者を中心市街地に誘導するための施策が必要である。
・市街地内の回遊を促進するため，道路等の公共空間におけるバリアフリー化，拠点間の軸線の整備、回遊目的となる拠点等の充実を図ることが必要である。
・水海道市街地への来街機会の創出が必要となっており、市街地での催事や市民活動、世代間交流等の場を確保する施策が必要である。

都市計画マスタープランでは、水海道市街地について次のように位置づけられている。
○本市の中心市街地である水海道、石下市街地については、それぞれが有する商業機能の再生や歴史・文化資源の活用に必要となる都市基盤整備を進める。
○水海道市街地では、市民活動の場や交流機会の創出、子育て支援等、新たな市民のニーズに対応した拠点機能の導入を図るとともに、市民協働体制の強化を進める。
○コンパクトシティや歩いて暮らせる環境づくり等が重視されていることを考慮し、中心市街地における土地利用高度化や商業機能集積の促進、自転車・歩行者空間の整備を進める。

中心市街地交流
文化施設利用者数

常総市統計
市民活動や来街者増による賑わいの再生の指標として、事業により整備
した施設を含めた交流・文化施設の入場者・利用者数を設定する

79,462

3,000

計画期間 交付期間 23

都道府県名 茨城県 常総市 水海道地区



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１(中心市街地の基本的機能の再生)

・市街地への来街動機を増加させるため，基本となる商業機能の再生と，市街地に変化と名所性を創出するための新た
な方策を調査・検討する。そのため，商工会や市民と連携を図りながら，空地・空店舗の活用やイベントの実現について
協議・実施を行う。
・また、水海道市街地に関するワークショップで示された市民意向をもとに、市街地への来街目的となる交流拠点の整備
を行う。

安心して歩けるみちづくり（基幹事業-高質空間形成施設）、
空地・空店舗情報発信（提案事業-まちづくり活動推進事業）、
まちづくり活動支援事業（提案事業-まちづくり活動推進事業）、
（仮）にぎわい広場整備(基幹事業-地域生活基盤施設)、
（仮）交流拠点施設整備事業（基幹事業－高次都市施設）

整備方針２(住民による市街地活性化活動の支援)

・地域に残る歴史的資源の活用策や新たな魅力となるイベント等について，中心市街地に関連する組織や市民がアイデ
アを出し合う機会を提供し，新たな魅力の創出を図るための活動を支援する。

まちづくり活動支援事業（提案事業-まちづくり活動推進事業）

　中心市街地では、「水海道TMO(まちづくりネットワーク)」が平成15年に認定され、官民が一体となって「千姫となごみのまち」をまちづくりのテーマとした街の魅力づくりに取り組んできている。

整備方針３(水海道駅を中心とする回遊環境の整備)

・駅周辺や市街地の軸となる幹線道路について歩車道の段差解消を図り，利用者の安全性と快適性の向上，商業活動
の円滑化を図る。また，路地を活用した散策を促進するため，回遊の目的となる拠点形成や歩行環境の向上を図る。さら
に，新たな拠点となっているポリテクセンターや福祉施設から水海道駅までの連携を確保し，ポリテクセンター利用者を水
海道市街地への来街者として中心市街地に引き込む施策の必要性が増加している。

都計道宝町山田線（基幹事業-道路改良）、
安心して歩けるみちづくり（基幹事業-高質空間形成施設）、
駅前道路歩道整備（基幹事業-県道歩道整備）、
ポケットパーク（基幹事業-地域生活基盤施設）
水海道南地区道路（基幹事業-道路新設）、
市道1707号線(基幹事業-道路改築)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市道 改築 市 直 560m H19 H21 H19 H21 243.0 243.0 243.0 243.0

道路 市道 新設 市 直 710m H19 H23 H19 H23 555.0 555.0 555.0 555.0

道路 市道 改築 市 直 79m H22 H23 H22 H23 37.7 37.7 37.7 37.7

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 市 直 220㎡ H19 H19 H19 H19 9.0 9.0 9.0 9.0

地域生活基盤施設 市 直 3,930㎡ H22 H23 H22 H23 426.3 426.3 426.3 426.3

高質空間形成施設 市 直 840m H19 H21 H19 H21 54.0 54.0 54.0 54.0

高質空間形成施設 市 直 300m H19 H20 H19 H20 33.0 33.0 33.0 33.0

高次都市施設 市 直 350㎡ H22 H23 H22 H23 116.0 116.0 116.0 116.0

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,474.0 1,474.0 1,474.0 1,474.0 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

市 間 ー H21 H21 H21 H21 2.1 2.1 2.1

－

商工会 間 ー H19 H19 H19 H19 3.5 3.5 3.5

まちづくり団体 間 ー H19 H23 H19 H23 15.1 15.1 15.1

合計 0 20.7 20.7 20.7 …B
合計(A+B) 1,494.7

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

597.8 国費率 0.4交付対象事業費

事業 事業箇所名 事業主体

1,494.7 交付限度額

細項目 うち民負担分
都計道宝町山田線(市道1-15号)

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

直／間

－

（仮称）交流拠点施設整備事業

－

（仮称）にぎわい広場整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

まちづくり活動支援 －

事業活用調
査

事業効果分析業務 －

－

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

まちづくり活
動推進事業

空地空き店舗情報発信 －

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

市道1707号線

0

事業

ポケットパーク

駅前道路歩道整備

水海道南地区関連道路

安心して歩けるみちづくり



都市再生整備計画の区域

　水海道地区（茨城県常総市） 面積 230 ha 区域
諏訪町、宝町、栄町、元町、本町、亀岡町の全部
橋本町、新井木町、渕頭町、山田町、高野町、天満町、川又町の一部



中心市街地交流文化施設利用者数 （  人　） 79,462 （H19年度） → 90,000 （H23年度）

水海道駅乗降客数(1日平均） （　人　） 2,905 (H19年度) → 3,000 （H23年度）

　　水海道地区（茨城県常総市）　整備方針概要図

目標
旧水海道の中心として誇りがもて、人が集まりにぎわいと活気のある

暮らしやすさを実感できるまち「千姫となごみの街水海道」の実現
代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

凡 例

提案事業

関連事業

高質空間形成施設

高質空間形成施設

高次都市施設

地域生活基盤施設

道 路

都市再生整備計画区域

整備済み事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
ポケットパーク

■基幹事業（道路）
都計道宝町山田線

■基幹事業（高質空間形成施設）
安心して歩けるみちづくり

（市道2-14 ，市道1505）

□提案事業
空地・空店舗情報発信

■基幹事業（高質空間形成施設）
駅前道路歩道整備

■基幹事業（道路）
水海道南地区道路

□提案事業
まちづくり活動支援

■基幹事業（地域生活基盤施設）
（仮称）にぎわい広場整備

常総市役所

生涯学習ｾﾝﾀｰ

第三保育所

ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ茨城

特別養護
老人ﾎｰﾑ

ﾊﾛｰﾜｰｸ常総

児童ｾﾝﾀｰ

関東鉄道常総線

■基幹事業（道路）
市道1707号線拡幅整備

■基幹事業（高次都市施設）
（仮称）交流拠点施設整備


